
――発掘調査の予算は，大学からでていると誤解している人

が多いと思うのですが。

大学の予算からはゼロです。寄付の際に，エジプト考古

学研究という目的付けをしてもらうと，大学が10％差し

引いて，研究費として受け取ることができるわけです。

――やはりバブル崩壊後は，寄付も減っているのでしょうか。

全然だめですね。発掘には1年間に1億円かかるのです

が，今は7000万円位です。考古学はナノテクなどと異な

って，お金を生まないし，今は企業にも余裕がないので，

寄付も減っています。しかし，企業は夢を持つべきです

し，前向きなものにはお金を出して欲しいですね。

――考古学は，前向きな学問なのですね。

考古学は未来学です。現在は瞬時になくなり，我々は過

去しか持っていない。未来はつくっていくものなのです。

過去が長いほどデータがたくさんあるからシミュレーショ

ンできる。我々は過去を知らずして未来は語れないので

す。弁護士さんが判例を勉強することと同じですよ。未来

を知るために過去を学ぶということは重要なことなのに，

学校の歴史の授業ではこれを教えていないし，国家そのも

のが歴史を勘違いしています。教えれば子供は未来に向か

います。歴史に残るのは異常な出来事ですが，たとえば，

何故オリンピックが開かれるようになったのか，何故アレ

キサンダー大王はペルシャと戦わなければならなかったの

か，歴史の中の出来事には意味があるということを教えな

ければならない。そうすれば歴史はおもしろくなるのです。

――そういった歴史観を前提にすると，9・11テロ，イラク

の問題についてはどのようにお考えですか。

テロという行為は，どんな大義があろうとも，許されな

いことです。しかし，誰がやったのかについて，きちんと

した検証が行なわれていないし，総括もされていません。

本当にイスラム過激派がやったのか，どのような理由によ

るものなのか，証拠もないのにビンラディンがやったとし

てよいのか。あるいは，イスラムがいかに残酷でひどいか

10歳のときに，ツタンカーメン王の墓を発見
したハワード・カーターの伝記に出会って以来，
エジプトに魅せられ，約40年にわたってエジプ
トと日本を往復している吉村教授に，考古学の
意義，自身の歴史観，9・11事件とイスラム社
会，日本の進む道等についてお聞きした。

（聞き手：石黒清子，中里妃沙子）
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を世に知らしめるためのモサドあるいはCIAの謀略という

説もありますね。しかし，これも証拠はありません。何

故，事件が起こったのか，その理由を考えなければなりま

せん。しかし，誰がやろうと，関係ない人間をまきぞえに

して殺すということは許されない。そこには正義はありま

せん。我々が9・11事件から学べることは，現時点では

それしかありません。

もちろん，一番可能性として高いのは，ビンラディン一

派とはいえます。しかし，よく見るとその後の世界の流れ

はあまりにもスムーズ過ぎる。最初に歴史の年表を作っ

て，そのとおりに起こっているかのようで，あやしいと僕

なんかは思うわけです。実際の歴史年表をよく見ると，整

合性のある年表などないことがわかる。実際の歴史は，も

っとハプニングの連続です。アフガン問題，イラク問題な

ど，皆さんにはハプニングに見えるかもしれないが，それ

らを年表に落とし込んで全体として見るならばスムーズに

進んでいる。歴史年表として世界の動きを見るならば，年

表が先にあり，スケジュールに従っているかのように見え

るわけです。

――9・11前からシナリオが続いているということですか。

シナリオというより，思惑があったということではない

でしょうか。

――誰の思惑ですか。

もちろんユダヤ人の思惑ですよ。4000年前にヘブライ王

国ができてから，ユダヤは現在のチグリス・ユーフラテス

に戻りたいと思っているのです。ユダヤの元はヘブライ。

ヘブライの元祖はアブラハム。アブラハムはイラクの古代

都市ウルクの出身なのです。今のサマーワの南のバスラの

近くのはずれの町の出身なのです。ヘブライ王国の再建が

彼らの宿願であり，ブッシュを利用して宿願を実現しよう

としていると考えることもできます。そういう意味で，9・

11はイラクを攻撃する理由にしているともいえます。現

在，ユダヤ人はアメリカを牛耳っていますが，ヨーロッパ

はキリスト教社会なので，ユダヤ人が牛耳ることはできま

せん。イラクへの侵攻にヨーロッパ各国が反対したのは，

ユダヤにひきずられたくないという意味もあると思います。

――それでは，アメリカ，ヨーロッパ世界に対して，アジア

の存在はどのようなものとお考えですか。

僕は，ユダヤ，キリスト，イスラムで世界の3分の1の

人口しかないのに，他の3分の2を無視しているのはおか

しいとメディアに書いたことがあります。

現在の世界の3分の2の争乱は，この3つ

の宗教間の紛争です。その意味で，実は

4000年前から，ずっとアジアはこの世界

の仲間に入り切れていないのです。

小泉首相はアメリカに追随しているよ

うに見えますが，しかし，一番大事なこ

とは，日本はこれからどうするかというこ

とです。3つの考えがあると思います。ア

メリカか中国か，独立か。アメリカと中

国のバランスをとる考えもあります。湾岸

戦争の際，僕は，日本が進む道は，中国

を中心としてアジアの各国と，まず緩や

かな経済連合をつくり，その後政治的な

連合をつくる，そしてEU，アメリカ，西

アジア，アフリカ等，5つか6つのグルー

プが共栄すればよい，そうすれば国連は不

要となるという構想を持ちました。そのた

めには，靖国問題について文句を言われ

る筋合いはないと思っていますが，中国

との関係修復は必要だと考えています。

アメリカは，北朝鮮問題のために，日本

に軍隊を駐留させているように思わせて

いますが，日本をコントールするために，

北朝鮮をことさら大きく見せているだけと

もいえます。アメリカは日本に基地がなけ

れば，地球を同時に支配できないのです。

イラクへ派兵された多くは，沖縄の基地から行っています。

このようなことは歴史を勉強すればわかることです。歴史

を学ぶことで，現在の世界を理解することができるという

ことが，考古学を勉強することの神髄なのです。

――イスラムの市井の人々は，日本人をどう見ていますか。

基本的には，日本人には好意的です。日本の政権がア

メリカに追従しているが，本来の日本人はああいう人たち

ではないと見ています。

20年前のエジプトは貧しかったですが，現在は豊かにな

っていて，プライドがよみがえっています。しかし日本人

は，どんなに豊かになってもプライドが戻りません。私

は，これを広島・長崎に原爆が落ちて，ピカドンで全ての

武士道，サムライの心は飛んでしまった，ピカドン症候群

と呼んでいます。

（構成：中里妃沙子）
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